
指定管理業務　事業評価書

平成３０年度　指定管理者業務　事業評価表

施設名

施設所管課

指定管理者名

指定期間

　
　 　

評価基準 自己評価 所管評価

（１）職員配置 適切な人員配置がされたか C C

（２）職員研修 業務に必要な研修・教育が適切に行われたか D D

（３）利用促進業務 利用者拡大のための利用促進業務が適切に行われたか D D

２　利用者に関する業務

（１）利用状況 利用者数・稼働率等は、適切な水準であるか B C

（２）利用料金 利用料金の設定、徴収・減免・還付の手続は適切であるか A A

３　保守点検業務

（１）保守点検業務 保守点検が適切に行われたか C C

（２）清掃業務・維持管理業務 清掃業務・維持管理が適切に行われたか A A

（３）保安・警備業務 保安・警備業務が適切に行われたか C C

（４）修繕業務 修繕業務が適切に行われたか A A

４　事業の実施に関する業務

（１）指定業務 事業が適切に行われたか C C

（２）自主事業 施設の目的に沿った自主事業が適切に行われたか B B

５　個人情報の取扱 個人情報の取扱いが適正に行われたか A A

６　設置目的の達成度（管理目標） 設定目標に対する結果は妥当であるか B C

Ⅱ　サービスの質の評価

１　利用者満足度 利用者アンケートを実施し、その結果は妥当であるか D D

２　維持管理業務
日常清掃業務や衛生管理は適正であるか
備品などの設備の維持管理は適正であるか

B B

３　運営業務
備品の貸出状況や消耗品等の補充状況は適切であるか
利用許可など利用者への接客対応は適切であるか

B C

４　指定・自主事業 実施された事業内容は、質の高いものであったか B C

Ⅲ　サービスの安定性の評価

１　事業収支 事業収支は妥当であるか B B

２　経営状況分析指標 経営状況分析指標の結果は、妥当であるか C C

３　団体等の経営状況 団体の経営状況分析指標の結果は、妥当であるか C C

総合評価 C D

１　指定管理者

２　施設所管課

※　施設の特性等に応じて確認項目を追加・修正して使用すること。

◇前例踏襲による施設運営が続いており、効率化に向けた改善が見受けられない。
◇売店における職員の接客や商品の説明書きが無いなど、お客様への配慮が不足している。
◇施設の維持管理は概ね適切に行われているものの、未実施の法定点検があるなど課題が
ある。
◇リニューアルオープン後であるにも関わらず、パンフレット、ポスター掲示に統一性が無く、床
に荷物が置かれるなど雑な部分が目立つ。
◇施設の維持管理の状況を確認できる日報等の記録簿を備え付けることが望ましい。

その他特記事項（成果・改善等）

確　認　項　目

Ⅰ履行の確認

１　施設全般の管理運営に関する業務

山あげ会館

商工観光課

一般社団法人那須烏山市観光協会

平成 ３０年 4 月 1 日～平成３１年 3 月 31 日

リニューアルして一年目とあり、来館者の方からは『綺麗になった』『明るくなった』等の声を多く
聞くことが出来た。しかし、山あげ祭期間に台風直撃を受けてしまい、入館者が伸び悩んだ。気
候のせいもあるが冬季における展示室の乾燥は著しく、屋台の湿度管理のため職員で水を捲
く等したが限度がある。（それにより屋台下の電源は漏電中）また、プロジェクターは部品が生
産終了となっているため、業者の在庫が無くなり次第使用できなくなる可能性が高い。　サービ
ス向上における研修参加やテーマに沿った事業の開催には至れず、また、前年度から指摘が
あったマニュアル作成が行えなかったことは大いに反省すべき点である。事業開催については
山あげ祭関係団体、有識者との連携が不可欠なので、強化していきたい。

総合評価の理由
◇効率的な施設運営及び入館者へのサービス向上に向け、多くの改善すべき課題がある。
◇一般社団法人という法人格を有した組織であるという認識が薄い。業務の合理化に加え、職
員の意識改革が必要である。


